
 

                                         

 

報道関係各位 

 

2012 年12 月5 日 

GRANDIT 株式会社 

パナソニック インフォメーションシステムズ株式会社 

 

完全 Web-ERP「GRANDIT」勤怠管理機能を強化 

「MajorFlow Time」をアライアンス製品として採用 

～多様な就業形態に対応し業務効率を向上～ 
 

 

GRANDIT株式会社（本社 東京都渋谷区 代表取締役社長 山口 俊昌、以下GRANDIT）とプライム

パートナーのパナソニック インフォメーションシステムズ株式会社 （本社 大阪市北区 代表取締役社

長 前川 一博、以下パナソニックIS）は、このたび、勤怠管理機能に関しまして業務提携したことをお知

らせいたします。今回の業務提携により、次世代完全Web-ERP「GRANDIT®」とパナソニックグループの

Web勤怠管理システム「MajorFlow Time」（製造元：パナソニック ネットソリューションズ株式会社）との連

携が可能となり、就業時間・有給休暇残数の管理や給与システムへのデータ出力の自動化などにより

業務効率を向上させ、迅速な勤怠管理が可能となりました。 

 

 これまで以上に、企業は一層の選択と集中を進めており、経営の効率化、迅速化が求められています。

そして従業員の雇用形態、勤務形態はますます多様化し、勤怠管理業務の効率化、人件費の最適化、

労務コンプライアンスへの対応など、就業環境の整備が重要な要素となっています。 

「MajorFlow Time」は、Web 打刻や Web ブラウザ、タイムレコーダ、携帯端末に対応し、プロジェクト毎

の時間実績による原価管理ができ、残業や年休などの申請内容を勤務表に取込め、Web に対応したリ

アルタイムの就業管理を遂行できることが特長で、「GRANDIT」の人事・給与モジュールと連携すること

で、勤怠管理業務を効率化し、コスト削減にも寄与します。 

 

  

 

 

以 上 
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■ Web 勤怠管理システム「MajorFlow Time」について 

「MajorFlow Time」は、就業時間・有給休暇残数の管理や給与システムへのデータ出力の自動化など

間接部門の業務効率化を実現するWeb勤怠管理システムです。Web打刻やWebブラウザ、タイムレコ

ーダ、携帯電話・スマートフォンなど、多様な入力インターフェースをご用意、日々の勤務実績をプロジ

ェクト毎に集計することもでき、原価管理を行う際にも最適です。本格的なワークフロー機能を実装し、

残業や年休などの承認された申請書の内容を勤務表に取込むこともでき、健全な就業管理とペーパ

ーレスをサポートいたします。 

 

▼MajorFlow Time と GRANDIT の連携イメージ 

Ｗｅｂ打刻 打刻取込

10/01,A001001,出勤,08:31
10/01,A001002,出勤,08:34
10/01,A001003,出勤,08:36
10/01,A001004,出勤,08:38
10/01,A001005,出勤,08:51
10/01,A001006,出勤,08:55
10/01,A001007,出勤,08:59
10/01,A001008,出勤,09:01

出退勤データ

タイムレコーダ
携帯電話

スマートフォン

※携帯電話・スマートフォンを利用した打刻をご利用頂くためには、オプションが必要になります

データの書込 勤怠データ

社員・部署
マスタマスタの取込

 

 

■ 完全 Web-ERP「GRANDIT」について 

「GRANDIT」は、コンソーシアム方式により業界を代表するSI企業のノウハウを集大成したWeb-ERPで、

経理、債権、債務、販売、調達・在庫、製造、人事、給与、資産管理、経費の計 10 モジュールにより構

成されています。BI（ビジネスインテリジェンス）注 1、EC、ワークフロー等を標準搭載し、多言語、多通貨、

マルチカンパニー機能などにより、海外拠点での利用も容易となり、海外グループ拠点を含めた情報

のリアルタイム連携を実現することで、海外生産拠点に留まらない企業グループのグローバル展開を

支援します。また、クロスプラットフォーム対応（OSに依存しないアプリケーション)のモバイル・アプリ

ケーション開発が可能となり、企業におけるスマートデバイスの導入・活用による更なる競争力強化を

実現します。加えて、内部統制対応機能も装備し基幹システムとしての根幹を備えています。こうした

インターネット時代を代表する完全Web対応という先進的な特長が評価され、これまで570社2,400モジ

ュールを超える導入実績（2012 年11 月現在）を上げており、日本を代表するERPとして急成長している

製品です。 
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■ GRANDIT コンソーシアムについて 

GRANDIT コンソーシアムは、顧客視点に立ち、日本企業に最も適し、最新技術基盤を採用した ERP パ

ッケージソフトを開発するために 2003 年10 月に設立されました。製品完成後も製品とサービスの絶え

間ない成長をめざし、定期的な活動を続けております。 

プライムパートナー注2は、インフォコム、NECネクサソリューションズ、オージス総研、システムインテグ

レータ、双日システムズ、DACS、東洋紡システムクリエート、日商エレクトロニクス、日鉄日立システム

エンジニアリング、パナソニック インフォメーションシステムズ、べニックソリューション、ミロク情報サ

ービス（以上 50 音順）の 12 社で構成され、ビジネスパートナー注3を加えて 58 社(2012 年 11 月現在)と

なっております。 

 

■ GRANDIT 株式会社について 

GRANDIT 株式会社は、GRANDIT コンソーシアムの運営を行い、コンソーシアム各社に蓄積されたノ

ウハウやお客様の声を「GRANDIT」の製品開発に反映しています。また、「GRANDIT」のパッケージ著

作権、パッケージ産業財産権を持ち、プロダクト維持管理、保守及び導入支援を行っております。 

＜会社概要＞ 

・ 商 号 GRANDIT 株式会社 

・ 住 所 東京都渋谷区神宮前 2－34－17 住友不動産原宿ビル 

・ 代表者 山口 俊昌（やまぐち・としあき） 

・ U R L http://www.grandit.jp/ 

 

■ パナソニック インフォメーションシステムズ株式会社について 

パナソニックIS は、1999年に松下電工株式会社（当時）の情報システム部門が独立して設立した企業

です。2 ヶ所のデータセンターと全国を網羅するネットワークを有し、このインフラを基盤に、50 年以上

にわたる豊富なシステム構築経験と運用ノウハウを強みとした事業を展開しております。 

 ＜会社概要＞ 

・ 商 号 パナソニック インフォメーションシステムズ株式会社 

・ 住 所 大阪市北区茶屋町19－19 アプローズタワー16階 

・ 代表者 前川  一博（まえがわ・かずひろ） 

・ U R L http://is-c.panasonic.co.jp/ 

 

 

■ 注釈について 

注 1  BI（ビジネスインテリジェンス） 

 企業の蓄積されたデータを活用し、経営に寄与する意思決定の支援を行う、データの収集・分類・

分析・アクセス方法などを提供するソフトウェアのこと。 

注 2 プライムパートナー 

 GRANDIT コンソーシアムメンバー企業。 
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注 3 ビジネスパートナー 

 コンソーシアムメンバーと協力して「GRANDIT」の販売とインテグレーションを担当するパートナー

のこと。 

 

【本ニュースリリースに関する報道関係各位からのお問い合わせ先】 

■ GRANDIT 株式会社  

事業推進ユニット 

TEL： 03-6866-3910  FAX： 03-6866-3920 

E-mail：grandit@grandit.jp 

 

【製品・本ソリューション関するお問い合わせ先】 

■ GRANDIT 株式会社  

事業推進ユニット 

TEL： 03-6866-3910  FAX： 03-6866-3920 

E-mail：grandit@grandit.jp

 

■ パナソニック インフォメーションシステムズ株式会社 

法務部 広報・IR グループ 

TEL：06-6377-0100 FAX： 06-63777-0833 

E-mail：press@ml.is-c.jp.panasonic.com 

 

【MajorFlowTime開発元】

■ パナソニック ネットソリューションズ株式会社 

URL：http://pnets.panasonic.co.jp/ 

E-mail：infonet@is-c.jp.panasonic.com 

 

 
※GRANDIT は、GRANDIT 株式会社の登録商標です。 

※その他、記載している会社名・商品名は各社の商標または登録商標です。 
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